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要     旨 

緒言：発揚気質は、精力的で自信にあふれ、いつも活動的な傾向を有するものの、双極性障害の前駆状

態のひとつでもある。発揚気質者は、光をたくさん浴びていることを我々はすでに報告しているが、発

揚気質を有する者がひまわりのように向日性を持ち光をたくさん浴びるのか、光をたくさん浴びること

で光線療法のように脳にエネルギーが補充され発揚気質が維持されるのかは不明であった。以前の研究

において我々は後半部分の可能性を検討するため、比較的低緯度で日照時間の多い地域（大分）の居住

者と、比較的高緯度で日照時間の少ない地域（札幌）の居住者の間での発揚気質得点を比較した。その

結果、大分の居住者では札幌の居住者より高い発揚気質得点を示す事が明らかとなり、光をたくさん浴

びることで発揚気質が維持される可能性が支持された。しかし、2 地点のみでの比較は日照時間以外の

違いを反映させる可能性があるため、今回の研究では 3 地点での比較を行うことにした。          

研究対象および方法：第 3 の地域として、我々は札幌と大分の中間に位置する本州の越谷市に居住する

125 名のデータを集め、先行研究の札幌市の 94 名と大分市の 95 名の居住者のデータに越谷市の居住者 
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のデータを追加し、計 314 名を対象とした。これら 3 地点の年間平均日照量を気象庁のデータを元に調

査し、すべての被験者に Temperament Evaluation of Memphis, Pisa, Paris and San Diego- auto 

questionnaire version (TEMPS-A)を用いて、気質の評価を行った。すべての被験者から研究に関する

説明の後に書面で同意を得た。また、本研究は大分大学、北海道大学、順天堂大学医学部の倫理委員会

の承認を得ている。                                         

結果：各地域の過去 20 年間（1993 年～2012 年）の年間平均日照時間は、札幌市で 1684.6 時間、越谷

市で 1862.9 時間と大分市で 2002.9 時間であった。そして、発揚気質得点を従属変数とし、性別、年齢、

日照時間および発揚気質以外の４つの気質得点を独立変数とした重回帰分析を施行したところ、日照時

間が発揚気質得点の変化を有意に予測することが明らかとなった。この際の標準化回帰係数は正の値を

とり、日照量が増えるほど用量依存的に発揚気質の程度が増すことが示唆された。             

考察：本研究の限界として、多重共線性のために発揚気質に対する気温の影響が否定できなかった。     

結語：今回の所見から、日照量が増えるほど用量依存的に発揚気質の程度が増すことが示唆された。     

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


